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あいネット１５年が遇ぎま した

あい ネッ ト が目標 と する 社会 は、「大事 な こと は、 人ま かせ に しな い」・「自 分でで き るこ と は自 分 で する」。

「夢の様な想いも、 大勢の人の共感が得られ共に活動すれば実現できる」 という社会や生活を自分の事として

考 え、 そこ にあ る問 纒に、 きち んと 向き 合 うこ とで実 現 する 社会で す。

そ の 為に、 あい ネ ッ トでは 取り 組 む生 活の テー マ を決 め、 そ の テーマ に 対す る事 業の 実施 と社 会 の課 題に 市

民活 動 で取り 組 んで いる、 又 は、 取 り組 みた い と考 えて いる 団 体や市 民 の支 援を しよ うと、 活動 を スタ ー トし

ま し た。

テ ーマ に対 す る事 業は、 市 民や団 体 の活 動相 談 にの る、 協 働 する為 の環 境 づくり な ど、 市 民の まち
づく り 参

圃や協働の実現を目指す事業、 在宅で介護されている家族支援・市内の介護事業所訪問など、 高齢轡福祉の充

実を目指す事業、 子どもの自立と社会性を育む支援事業など委託をｉ受けて爽施 してきました。

中 間支 援の 箏業 は、 櫓談 な どの委 託 事業 での 出会 い をき っか けに、 団体 の 設立 支援。立ち 上 げ期 の活 動支援

を 行 なっ てい ま すが、 行 政や 企業 など と 対等 に活 動す る には、 数 も内 容も 不足 して い る状況 で す。

今、 社 会は 汀・Ａｌの登 場・ 進出 によ っ て日 々、 変 化 して い ま す。 入 が 生み出 し、 つく り あ げる 活動は、 社

会 の中 で 足場 を失 って いる よ うに もみ え ます。 しか し、 そ の 社会の 主 人公 は私 たち で す。

高 齢 化す る社 会、 墨親 の孤 立 化、 子 ども の自 立・社 会性 の希 薄 化など、 家族や 地 域の 形が 変わ る中、 なん とか

しなく て はい けな い 問題は 堰 加 し、 結 局 人の 関与 する 活動 へ の期待 が 高ま って い談 す。

この様な社会状況の中、 あいネットの目指す社会に向かう一歩と して、 担う役割や活動を整理していきたい

と 考 えま す。 大き な課 題と しては、 地 域が 心地 よ い居 場所 とな る為 の、 市民 の 役割・地域 の 役割力暁 分 に意識

さ れ て、 動 き出 し活性 佑す る ことが 大切 だ と考 えま す。 そ こ での あいネ ッ トの役割 と活 動 を
考 え、 異 体的 なテ

ー マ事 業 の充 実 をは かると 共 に、 当事 者 感を 共有 する 支 援者 と しての、 活動力 を つけ てい きた い
と考 えま す。

一 緒 にも う少 し歩 ん でいき ま しょ う。 よ ろ しく お 願い しま す。

第１号議案 ２０１６年度 事業活動報告に関する件

１。活 動のまとめ

これまでの活動 を団体内 で共奮して、 その評 価のもと、 必要な見 直 しを行なうとともに、 南民活動団体の現状

と活性化する為 の課題検 討をしま した。

○事業活動での取魍み報告

● 市 罠のまち づくり協働事業 （団体 支援 とネッ トワークづく り）

・ 相談、 団体支援に いついては、 みよ し南 の新 しい補助金 がは じまり、 癒募を検討する団体か らの相談、 支

援。 豊田市の ＮＰＯ 団体対象補助 金、 共働 事業関連の相談、 審奮などでの関わり を通 し、 団 体の組織強化

へ の 支 援 を 行 な い ま した。 ・

。 まちづくり意識や 役割の共有について は、 交流会を対象・テーマ・課題 をより興体化 して行ない、 異体的

な目標確認につながりま した。

● 福祉事業 （食 文化 の提添及び高齢 者等の 健康と生活を応援する）

。 在宅介護をされて いる家族の支援事業は、 身 近な話 し相手と認識され る状 況がうまれてくる中、 前團 の在

宅介護の状況調査から、 約 １０ 年が経過 することから、 現状把握の必要性を感 じ、 調査提案を行ない まし

た。

。 介護保険サー ビス事業 の聞き取り穏談事業に ついては、 目標となるサー ビス 向上に向けて相談内容報告 の

分類、 整理の検討をは じめま した。
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● 子 どもの脅 ぢ支援事業 （市罠の自立 を支援 し、 その自発的な協働活 動の地 域づくり）

・ 開設 ４ 年目 となることから子ども （小学生） 達の社会的な湾ぢに施設 がどのよ うな存在とな ってい るのか

把握 し、 その在り方を検討 していく 為、 来 館する子どもにアンケー トを行い、 約 １２０ 人の 意見把 握と分

析ができま した。

・ 子どもの現状、 意識を踏まえ、 保護者 意見 の集約についても笏向性を検討できま した。

○絹織と運讐報告

・ 國体で実施 して いる事業の 評価を多角的に行ない又、 関わるメンバ ーの横断 的なつながり を昌指 し、 月次

で活動計画の晃 える化 を検 討 しま したが、 年問継続 して実施できませ んで した。

・ 窮務局の作業に ついても、 整理・分類が不十分で、 役割分担が進みませんで した。

ｌｌ。 事業報告

１ 団体支援とネットワークづくり事業

○支出 額 ３
，
５４０
，
６７５ 円 ○収 入額 ａ６８６，４Ｑ８ 円

。 団体 か らの相 談、 行 政か らの 相 談件 数は 昨年 より 共 に増 えま した。

・ 団体 か らの相 談 は、 活動 の具 体化 や 展開、 補 助金 申 講など が 意識 されて 相 談に つな が ってい ま す。

ただ し、 相 談 時の 内審 につ いて は、 これ ま でに 比べ、 初期 の状 態 が多く、ｒ思っ た」 段 階 のも のも あり、

相 談 の意 味・ 役割 を考 え させ られ ま した。
・ 行政 から の相 談に つ いては、 国 か らの提 案 が あり、 そ の実 現 を検 討す る中 での もの など、 輿体 的 な事 業

実施 にお ける、 企 画 を含む 検 討 の共有 を して いく 内容 とな って い ま した。
・ まち づく りが いろ いろ な対 象・ テー マを も とに 展開さ れ る中 で、 市 民活 動の 強み で ある 横の つな がり を

活か せる、 相 談対 応・ ネッ トワ ークの 必 要性 を実 感 しま した。

（１） ＮＰＯ 活動 ・協働 のまちづくり相談及 び市民活動推進事業 （スタッフ ２ 入）

１） 市鴎からの相 談対 応

定期相談 と臨時相 談で の対応は、 ９件 １６ 回で した。

臨時相談に ついて は、 市民活動サ寒一 トセンターでの対応が多くなり ました。

聾 相 談内 容

轡
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、
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地域のまちづくり 住民の地域への愛着づくり
１ ５ ○

子どもたちの演奏活動 （団体） 目的の事業計画

子ども食蛍の活動 ℃
２ 子 ども食堂の事業計画 ２ ○

（団体）

えきまえプロジェク ト イベントで地域のまちつく
３ １

（団体） りと人材育成の華業計画

ＮＰＯ 法人自然環境保護 教育計画 と補助金申請書類
４ １ ○
池を活用 した自然環境教育（団体） の書き方

子育て支援事業経験を生かした
５ 事業計画と可能性について ２ ○
母親支援 （個人）



公園の環境活動 事業計画と補助金申請につ
６ １ ○

（団体） いて

地域づくり活動 がんばる地域応援補助金の
７ １ ○

（個人） 可能性

地域を対象にした文化活動 事業計画の整理と補助金申
８ １ ○

（団体） 請書類の醤き方

地域のねこの保護 ＮＰＯ 法人の設立について活
９ ２

（団体） 動継続について

※補助 金関連 とは、 Ｈ２８ 年度か ら開始 した 「がんばる地域応援補助金制度」

・ 今年度は 「がんばる地域応援補助金」 ができ、 ９件のうち７舛が補助金きっかけでした。 この内４
件が補

助 金 に応 募 して事 業実 施 が決 定。 しか し、 補 助 金に 関運 した 活動 と そうで な い活 動共 に、 計 画 する 事業 に

つい ての 事前 の調 整・ 検 討・ 活動 が少 な い 団体 が多く （５団 体）、 霞的 を 明確 にす るた め の問 題の 整理、

溝動内容の異体化が不十分で、 活動の実現に不安な部分が多い点が気になりました。

・ 相 談 を利用 して団 体 の活 動力 を 向上 させ る には、 相 談 する 活動 課 題、 目的． 内 容の 検討 と実 施 が一 定程 度

された上で、 その問題点が把握されていて有効な相談となります。 相談に必要な状況の整理を、 どの様に

働きかけるかが課題。

２） 繍員からの損談

瞳今年度相談を受けた課

保健セ ンター ５回

防災安金課 ２圓

長寿介護課 １回

協働推進課 ２回

●相 談内容

・ 具体 的な 事業 の実 施計 画 につ いて の相 談。 さ らに、 相談 を 受け た４ 畢業 は１ 事 業が情 報提 供 な どの協力 実

施。 ２事 業 は、 平 成 ２９ 年度 事業 と して実 施 する こ とと なり、 残る １ 事業も 検 討が 継続。

・ ステークホルダーが市民である場合は、 提供できる情報、 協力できる活動が存在する可能性は大きいと考

えられますが、具体的にどの事業がどうつながるのか力鯉 解されていないことも、
大きいと感じられまし

た。

（２） みよし南市民活動サポー トセンター事業 （スタッフ５人）

①受柑サポート

○ 平成 ２８ 年度 は７ 月か ら 施設 のリ ニュ ーア ル により、 月 曜日 から 土曜 εま で受 付・相 談・支援 の体 制 が始

まり ま した。 よ り多く の 市 民及 び ＮＰＯ の周 知 と、 来場 を目 指 しま した が、 初年度 は情 報 提供 など の環 境

づく り にと どま りま した。

Ｏ 市民 ・ＮＰＯ・地域 活 動団 体 の活 動周 知 を図 り、 活 動活 性化 の支 援 と しての、 情報交 流 およ び 提供 支援、

公共を担う市民活動団体の活性化と団体間の交流を目的に市民活動団体交流会、市民や市民活動団体が市

民活 動 サポ ー トセ ンタ ー に愛 着 をもち、 市民 活動 の拠 点 となる よう な 市民交 流 会を 実施 しま した。

３



卿実施内容

１） みよ し市南民活動サポー トセンター市民活動団体交流会

●市民活動サポートセンターに利用登録 している団体への市民活動情報の提供。更に利用 して市民活動が

活性化するための意見交換を行ないました。
平成 ２９ 年 ３月 １６憂ヨ （ま）

○みよし市の市民活動の現賦について報告、 平成 ２８ 年度の市民活勤サポートセンター事業について報

告 した上 で、 部 屋の利 用 状況 と利 用 のル ー ルを 再度 確 認 しま した。 そ の後、 耶 成 ２９ 年 度 の 協働 のま ち

づくり推進事業の説明と意見交換を行ないました。

２） みよし薦市民活勤サポートセンター交流会

Ｏ 南民 活動 セ ンター を知 っ ても ら う、 センタ ー を使 って 傭 報発悟 す るこ と、 を ２０１６ 年度 の重点 テー一

マと して 取り 組 みま した。

第１ 回 ８月２日 団体同士の交流と、 行裁職員の南民活動団体理解

○団体 の 自 己紹 介後、 団体 紹介 の パネ ル 展示 に対 して、 質悶・ 感想 を ポス トイ ッ トで貼 り、 行 政職 員 が

それを読み上げ Ｑ＆Ａ 式に して、 さらなる理解を深めました。

第２躍 １２ 月 ６ Ｂ 瞳がい１尾・蓄の災害躇避難についての現状・課題を大学生と考える

○みよ し市。障がい蝿・者の活動を行う圃体から話題提起をした後に、 課題を整理し、 どんな配慮や対

策 を考え ら れ るか を大 学生 。國 体 。行 政 職員 が混 ざ った テー ブル で議 論 し籏 した。

⑫ サ ポー トセ ンタ ーニュースの発行

薄） サポセンニュースの幾行

市 民活 動サ ポー トセ ンタ ーニ ュ ース の企 画と 発行 を 行な いま した。 市民・ 市民活 動 団体 に 市罠 活動 サ

ポ ー トセ ンター を知 っ て来 て頂く、 矯民活 動 を理 解 して 頂く た めに、 市 民活 動サ ポー トセ ンタ ー の活動

湾 報を 発信 する 「サ ポ センニ ュ ース」 を年 ３ 回発行 しま した。ｒ１１

｝． 欝 磯 驚 識
沸 騰 １

灘 繕 懸ミ職 繭 霧・ 羅
囁 ・脇 ・

１ 平成 ２８ 無 ９ 月 ・ ７月 か らの 市民 活動 セ ンタ ーの 役割、 機 能、 使い たの 紹介

・ 協働 雄進 課長 の あい さつ

２ 平成 ２９無 １ 月 ・第２ 團市民交流会の内容報告 「障がいのある人の防災不安と対応」

・市民活動団体の団体紹介情報提供のお願い

３ 平成 ２９ 鐸 ３月 ・ 第３ 回市民交流会の内窓報告 「みよしの居場所発蝿」

・市民活動団体交流会の報告 ｒみよ しの市民活動について」

懸内 容

・ ７ 月 か ら生 涯学 習課 がサ ンラ イ ブへ 移転 し、 市 民活 動 のサ ポー トセ ンタ ーの 機 能が拡 大 しま した。 新

しくなった市民活動サポートセンターの機能を有意義に使用して頂くことと、市民や市民活動団体が

市民 活動 サ ポー トセ ンタ ーに 来る き っか け づく り、 市 民活動 団体 の 活動共 有 を考え、 市 民 交流の 内容

を中 心に ニュ ース 蒼作 成 しま した。
℃

２） 情 報発 信 ラック の管 理 ・掲 示板 の 管理 ・団 体情 報フ ァ イル の整 備

ａ．情報 発信 ラ ック の管 理

曜内 容

・ み よ し市で 活動 して いる 市 民活 動幽 体の 活動 チラ シ、 行政か ら のお 知ら せ、
社会 福 祉協 議会、 文化

セ ンタ ーサ ンア ー ト等、 市 内 の活動 情 報・他 市の 行政 ・市 民活 動団 体か らの お知 らせ を 「活動 テー

マ別」 に 整理 を行 い、 わか り やす さ・ 手 に取り や すさ 蒼工夫 して配 置 しま した。
■ 課題 。今 後 に向 けて

・ 現 在 は多 様な情 報 が混 在 して いる状 況 もあ りま す。 来 館す る市 民の 情報 へのニ ー ズ を把握 した う え

で 改 善が 必要で す。



ｂ．掲 示板 の 管理

■内容

・ 玄 関 スペ ース ・交 流ス ペー ス・印 刷 作業 室 前・ 印 刷作 業室 内 のそれ ぞれ の 掲示板 を 場所 の特 性 を踏

まえ、 漏 示内 容を 区 分 して 管 理 しま した。いＰ
鎌 纐 翻 賑 、ド

卍 内㌦、内

・甜 藤 簸 鱗 魏 ・・ 灘 鰹 鞭・期 彫 騰 、、．
謙 磯
，

玄関 スペ ース み よ し市 で行 われ るイ ベ ン ト・講 習 を中心 に ２ か月 前 を目安 に掲 示

交流スペース 市民活動団体の団体紹介シー トを ２月 市民交流会の後、 分野別の表示をつけ

て掲示 （団体紹介情報の提供団体）

印霜聾作業蜜前 愛知県・国からのポスターを中心に掲示

日 刷 作業 室内 市 民活 動 サポ ー トセン タ ー登 録団 体 の活動 チラ シ・ サ ポセ ンニ ュー ス の掲 示

ｃ．団 体情 報フ ァ イ ルの 整備

膿内容

・ 市 民活 動 団体 の情 報 は登録 団 体の ファ イ ル蒼設 置。 墓本情 報 の シー トを 作成 し、 記載 内 審の 提供
と

日 頃の 活 動惰 報 の提 供を呼 びか けま しだ。 呼 びかけ に応 え、 ５ 団 体 が対 応 してく ださ い ま した
が、

こち らか らの 驚か け がさら に 必要 で ある と感 じま した。
・ 地 域コ ミ ュニ ティ の 団体情 報 は、 コ ミュ ニ ティ の区割 。溝 成す る行 政区 を示 した 地図 の 設置

と団 体

フ ァイ ル を設 置 しま した。 鷹 報は コ ミ ュニ ティ で 開 設さ れ てい る ホー ム
ペー ジか ら 提供 しま した。

翻 課題。 今 後に二向け て

・ 市 民活 動 団体・ コミ ュニ ティ 団 体共 にフ ァイ ル の存 在ア ピ・一 レが課 題とな り ま した。 求 めら れ る情

報、 伝 え たい 情報 を 分析 して 充実 して いく 必要 があ ります。

３）ＮＰＯ の強化・職 員研修・協働 のまちづくり のた めの人材育成講座等の実 施と支援（スタッフ ３人）

・ 地域の拠点施設の役割・機能を検討する住民ワークショップを行政からの依頼を受け実 施 （２ 回）

・ 毅人職員の協働研修を実施

２ 暮らしの知患と工夫を磨く手助けとなる情報の発信事業

○支出顧 １３８，
４４０ 円 ○収入頷 １２２９５８ 円

・今 無度 も事 業をｉ関 心の ある 方、 関係 のあ る応 へ の筒 知や 共 有を目 的 に３ つの 事業 ニュ ース
と 団体 プロ グ

を 発信 しま した。

ｑ） 情報発信事業

①プログの糞 僧・あいネツトニュース （スタツフ３ 人） 随 時

団体 のテーマ （食・教溶・福継。労働・健康・環境・構報） に沿っ た薯ら しにつながる情報 発儘を活動から

取 り 出 して 行 い ま した。 、

② さろんに 炉 す （スタッフ３人） 月１発行

市民・高齢者 の地域生 活と在宅介護を支える情報の発儒を、 介護の必要な方を介護 してみえる家族の 「交流

サロン」 の内容を中’削こ行ない ました。

③ 濫ども畿ユース （スタッフ３ 人） 月コ発行

子ども の居場所、 子ども基地の 活動 内容を対象の小学生に伝え ると共に、 地域に活動の理解 ・共有を して

いただく ため、 情 報発 儲 しま した。

※こ の他、 サ ポートセ ンターニュース （みよ し市） を発行。 内 容は４ペー ジ渇載。

５



３ 市民自立を支援 し、 その自発的な協働活動による地域づくり事業

○支出額 ７，７６９，６６７ 円 ○収入額 １ｔ５３８，８０Ｑ 円

小学校の子ども達の生き抜く力を、 日常の中で体験や実感を通 して、 働上していく支援の４年目の

評価 を 子ど も 達に ア ンケ ー トを とり 実施 しま した。 比較 的よ く 利用 してい る子 ど も達 から は
“あ いさ

つ”“片 付 け” な ど 「出 来て い る」 という 回 答が ９割く らいと な り、 スタ ッ フか らは疑 問 の声 も ありま

した が、 反 癒、 自 己を 評価 しよ うと い う傾向 が ある こと は 良い状 況 だと も考 え られ ます。

ある 程 度の 闘わ り が持て れ ば、 家 庭。学 校と は違 っ た子 ども の居 場所 と して 役割 が発 揮で きる こと

が確 認 でき ま した。

（１） 子どもの居 場所づくり（豊田 市） （スタッ調 ８人）

小学生に対 して、 塗 年間を通 して安定 した居場所 を地域の中に提 供 し、 子ど もの脅ぢ を支援 しま した。

地域 とのネッ トワーク づくりを 自指 し、 学校・地域の交流館に 「こどもニュース」 等で情報提供を行い

ま した。 昨年につづき、 子ども達へ居場所 の大掃除 を提案し、 約 ２５人が参加 しま した。

居 場願をｉ利嗣 した子どもは、 昨 年度と比較すると１， ８９７人増 えま した。 登録人数も ８４ 人増えてい

ま す。 慣れた子ども達が登録 しない傾向 がみられ ま した。

今 年度は ４ 年目とな るこ とから、 子ども達にア ンケートを行ない、 子ども基地で の様子・意識の把握蒼

実 施 しま した。

○ 利 嗣 者 数 ９， ６
噂
７１ 人

４ 月 ７１１ 人、 ５ 月 ５ ６ ０ 人、 ６月 ５ ５ ８ 人、 ７ 月 １， １ ４ ２ 人、 ８ 月 ９ ０ ２ 入、 ９月 １， ０ ４ ０ 人、

１０ 月 １， ０ ２ ２ 人、 １１ 月 ７ ４ ６ 人 」 ２ 月 ７ ８ ３ 人、 １ 月 ５ ２１ 人、 ２ 月 ６ ２１ 人、 ３月 １，０ ６ ５ 人

○登録者数 ３ ５６人

４月 ４ ３１ 人
、
５ 月 ４ ４ 人、

６月 ２ ２ 人
、
７月 ４ ９ 人

、
８ 月 ２ ５ 人、

９ 月 ２６ 人、 １ ０ 月 １ ９ 人、

燦 １ 月 １２ 人
、
１ ２ 月 １７ 人、

１ 月 ２人、 ２ 月 ５ 人、 ３月 ４ 人

Ｏ広域活動の推進活動

。サン デー シアタ ー 月１ 圓

地域の箔に居場所の存在を知って いただき、 子ども達の見守りに協力いただくきっかけづくり。

・運動クラ プアニマルくん 奪 ４ 回 （月 ２回で ３ か月） 定員２０人 参加人数平均 １９ 人

Ｂ常の行動に おける危険 に備えられるよう な身体 能力の働上を目指 し、 ＮＰＯ 法人アニマル体操 クラ

ブに依頼 し、 協働で年 ４ 回実 施。

一 室 土曜日 １３：００～曜６：００（月３回）

薯 ら しの中にある科学を体験・実感する活動を実施。
’

（２） 防災活勤

ｒＮＰＯ．災 蜜 から守 り 隊」 とみよ し市で の中 期 的な活 動 の検 討と、 先 進 活動 の見学 を 行な いま した。

地震 への 危機 意識 を 持ち、 自助 ・互助 など 備え の 必要 性琶実 感 して いくた め の、 現状 確認・課ｉ題整理

を 行な い ま した。



４ 食文化の提示及び高齢者、 障がい者等の健康と生活するための事業

○支出額 ３，２８９，５９７ 円 Ｏ収入額 ３，３３０，１８４ 円

介護用品の配布を始め、 １０年以上が経過、 在宅介護の状況は介護保険
サービスにより、 改善され

て き てい ます が、 その 中で 新 しい総 合事 業 など、 制 度 変化 も始 まり、 在宅 介護 に対 す
る家 族 の方の現

状 は ど うなの か、 把 握の 必要 性が でて き ま した。

（１） 高齢春の在宅介護を支援する活動、介護保険制度サービスの充実を圏標とする活動（みよし甫）

（スタッフ ７ 人）

介護 が 必要 とな って も在 宅で 生 活 して いく には、 家族 の健 康 など受 け 入れ 状況 が璽 要 なこ とか 、

ら、 購 かけ など 蒼 行ない、 話 し相手 と して の役 捌を 意識 しま した。

④ 舜護用贔配窃曝業 （スタツフ６人）

〈目 的〉

〈対 象〉

〈内 審〉

在宅介護 に必要 な絹品 を届け ることで、 介護にか かる家族 の負担を 軽減す ると共

に、 在宅で介護する家族の晃守り支援 を行い、 在宅介護の継続を隻援する

要介護３～５と認定された方で、 在宅で介護を受けている巧

・紙おむつ・尿取リパ ッド等を支給 （月魂 回）、 家族介護番の状況｝巴握と支援

・ ２ ８ 年 度 配 達 件 数 延 べ １， １ ７ ７ 件

４ 兵１９ ５ 件、 ５ 月 ９１ 件、 ６ 月 ８ ３件、 ７ 月 ９１ 件、 ８月 ９ ７ 件、 ９月 １ ０ ０ 件、

１ ０ 月 ９ ８ 件、 礎 １ 月１ ０ １ 件、 １ ２月 １Ｑ６ 件、 １ 月４ ０ ５
件
、 ２月１

０ ４ 件
、

３月１ ０６件

② 家族介穫箸交流寮業

〈器 的〉

〈対 象〉

〈内 奮〉

（スタツフ６人）

介護惰報の提供 と介護 をされ ている方がリフレッシュする場・交流する場を提供す

ることでの家族介護の支援 によ る在宅介護の向上。継続を目指す。

要介護・要支援認定を受 けてい る高齢者を蜜族で介護 している方

・地域サロ ンの開催 （月 り 團）

介護傭報の提供と 介護技徳 琶学ぶ

介護者のリフレッ シュ と介護者同士の交流

・ミニサロンの開催 （月１ 團）

気軽な相談、 交流、 情報提 供

・ さ う ん に ゅ 一 す の 発 行

驕 地 域 サ ロ ン 実 施 報 告 （サ ロ ン 実 施１ ２ 回 ・ さ う ん にゅ 一 す 発 行１ ２ 回）

家庭で寝たきりや認知症高齢轡 を介護 している家族の方を鮒 象と したサロンです。

実施日 内容 内容詳細

４ 月 ２０ 日（水）

１α３０～１２：３０

ｉ 介護サービスの学習 ｉ・興体的な介護サービスの内容について教えていただく。
ほ 　

１ とリラックス １ ・軽食 を食べ ながら、 おしゃべりをした。

参加人数

１９ 名

一 一一一 一 …一一イー一一一一一一一 ……十一 一 一一…一一………一 一 一 一 … …一…一…一 …一一…一十一…一一一一…

・一一 一一… … 一一一一１… 一 一一一一一一一…十…… 一 一 一一 一一一 一…一一一一………一一 一…一 一 一 一 ト ー 一一一 一

ロ腔ケアで健康作り

５ 月 １１ 日（水）

１０：３０～１２：３０

パッククッキング

「楽しく食事つくり」

｝。手をかけなくても美味しくできる食事を電気ポットを使い作 ｉ４ 名

１
った。 ロールキャ

ベツ。蒸しパ ン ｉ

６ 月 ８Ｅｌ（水１

１０：３０～１２：３０

い 歯周病の原因 ・対策について、 教えて いただいた。

ｉ ・歯 ブラ シの選び方・磨き方・クイ ズで確認 した。 ．

名５

瀦翻♂「緬「烹藷齋藷薦齎蕪欝干宮
｝

一 一 一一一… 一 ト ー 一一一一…一 汁一…一一 一 一 一 一 一＝一一…一一一一一 …一…一一４…一一 一 一・

８ 月 １０ 日（水）

１０：３０～１２：３０

在宅介護の

晃守りについて

い 在宅介護をしていて困った」とや疑問を話し合った。
１

卜 包括支援センターの区域について確認した。

名３

７



「
９ 月 １４ 目 （水）

唾０：００～１５：００

…

ｉ

Ｆ咽 Ｆ
食事を

楽しむ工夫

「 介護する人、
きれる天にやさ こく出来葛食事を 齋 した。

卜 電子レンジで作。たも 蝋 食・て・、ただ 臨

幽ｈ幽監
１４ 名

ｉ

↓ ． ．， ｎ
肇○月１２日（水）

壌０：３０～１２：３０

｛
…

４

さんＱ体操

パート３

ｒ ” 働 國 ’ ” 幽

陛 叢 諜 蟹 鍛
お手 鰍 手遊

冨

１
姥

リワ 【
鯛 月９ 日（水｝

１０：３０～１２：３０

内
ｉ

ｉ

國，
介護法を

プロから学ぶ

１． 馬 ドからの起き上がり 葡 あ 肪 を 甑 体験 籏 繭 竃 名

ｉ 宅での 籐 艦 へ 磁 かし方を 隔 し焦
撃

１

、，↓

１２月１４Ｂ（水）

１０：００～１４．；ｏＯ

１’

ｌ

ｉ

」

， Ｆ 【

施設見学

職

際 妻 雛 霧 脚
鰍 毎日のケアに生か

ｉ．特養のぞみ．デイさんあいを 騨させていただ 隠
⊥

ｉ
７名

ｉ

→
１ 月 誓 日（水１

１０：３０（ノ１２：３０

ｌ

ｉ

Ｆ ７凹閉

リラックス体操

小物つく り

「 酬 糊 ”｝

ｉ
°体をほぐす体操や ル ッチを 轍 てし、ただく・

｝ 。からくりカレンダー作り、 紅自の変わり鶴を折った。

「 Ｆ 噛
【
ｉ７ 名

ｉ

２ 月 ８ 日（水）

噸○：３０～唱２：３Ｑ

ｉ

ｉ
…

Ｋｅｉｋｏ＆Ｋｏｕ邸

ミニコンサート

‘ 「
ｉ・Ｋｅｉｋｏさんの介護体験をお聞した後 懐かしい歌や手拍子が

｝打てる歌などをお 魅 し鳥

口 ２ 名

ｉ
ｉ

３ 月 ８ Ｅｌ（水）

１０：３０～１２：３０

…

｝

「蕃のリース作り」と

臼 年の振り返り」

い シサルとガーベラを使ったリースを炸った。

｝． 樽 の 励 返り 鮎 翻 勧 擁 お聞きした。旨

１５ 名
…

｝

参 加人数７２名

醐 ミ ニ サロ ン実 施 報 告

地域サロンのミニ版 として、 主 に参加蓄の交流・相談を中心に２か所 で交互に月 １ 回実施 しま した。

福谷老人憩いの家（６回）・三好ケ丘交流センター （６ 回）

三好ケ丘交流セ ンター 福谷老人憩いの家

４ 月 ２６ Ｂ（火）１０：３０～１２：０Ｑ ５ 月 ２６∈ヨ（木｝１０：３０～１２：００

６ 月 ２８ ヨ（火）１０：３０～１２；００ ７ 月 ２８ 日（木》１０：３０～１２：００

８ 月 ２３Ｅｉｌ（火月 ０：３０～１２：００ ９ 月 ２９ 日（木）１０：３０～１２：００

１０ 月 ２５［ヨ（火）１０：３０～１２：００ １１ 月 ２４ 日（木）１０：３０～１２：００

歪２ 月 ２７ 日（火）１０：３０～１２：００ １ 月 ２６ 日（木）１０：３０～１２：００

２ 月 ２８ ヨ（火）１０：３０～１２：００ ３ 月 ２３ 日（木＞１０：３０～１２：００

③ 介謹相鱗員浜遣箏業 （スタッフ５人）

介護保 険サー ビス の質の向上と利嗣者 の権 利擁護を施設・薯 務所に 入所、 利用 し

〈昌的〉

〈対象〉

〈内 容〉

てい る本人、 家 族、 スタッフの相談や話を伺い整理を して、 行政 に報告。

市民の 視点での訪問活動を実施 しま した

みよ し市内の行政から指定を受けた介護事業所など

・介護 サービスの現場に 定期的に訪問 して、 利網 番・家族のか、 朧員 の方の話を

闘き取り報告署作成

・行政 との協議 会の実施 （月１ 回） 相談内容の整理・検討

・施設、 事業所 各グループとの交流会の実施

・個閾 施設との 交流会

。訪問活動に必 要な研修 の実施

・介護相談員運 営会議 開催 （月 ３ 回）

・新たな相談員 養成研修 （新人）

ｎ



ｌｌｌ 組縫運営報告

（１）総 会の開 催

第１ ５回 総会

〈日 蒔〉 平成 ２８年６月２０日 （月） １３二１ ５～１４二４５

〈会 場〉 あい ぢ ＮＰＯ 帯 鶴ネットワ ークセンター事務斯

〈議 事〉 平成 ２７年度 の事業報告及び決算の承認

平成 ２８年 度の事業計画及び予算の決定

徽）理事会の開催

日 謄 議 題

・総会議案の検討

４月 ２８Ｂ （木）
耳ｚ成 ２８年度事業報告・決算

護 ３：◎ ０ ～１ ６；０ ０

平成 ２９年度寧業計画・予算

・ 事 業 の 進 捗 管 理、 検 討

９月２６已 （月）
・ 事業課題の整理

１ ３：３ ０ ～１ ６１００
・平成 ２９年度事業の方向性について

１ ２月１ ９日 （月） ・今年度の事業評価、 問題・ 課題の整理

１ ３：３０～１ ６；０ ０ ・来年度事業計画の検討

１ 月３０日 （月）
・ 平成 ２８年度決算のポイ ント整理

１ ３：３ ０ ～

３月 ２２Ｅｌ（水）
・軍成 ２９年度事業計画と予算検討

１ ４℃ Ｑ～

（３）腰体会員：正会澱２◎人、賛助 会員２０人を目標に活動を行いまし
た

４月 ３０ 巳現在 正 会曇：欄 人１８人 賛助会員：１ ４人

（４）組織会 議の開 催 【月２回を基本に案施遷

組織運蛍 と事業実 施の実 施企画の険部。進行管理を行いま した。

（５）各事業 運営会議、事務局 運営会議 ζ随時】

事業毎に事業の月 次執行に必要な検 討を行い、 事業 を実 施しま した。

９



魏
平成 ２８年 ５月 １日 から平成 ２９年 ４月 ３０Ｂ まで

特定非営利活動法人 あいちＮ戸○帯昆ネッ トワークセンター

（単位１円）

科 目 金 額

１ 、、 収 益

１． 受 徽 会 費

正会員受取会費 ９０ρ００

賛 助 会 翼 受 取 会 翼 ４２ ０００ １３２，⑪００

２． 受 取 寄 附 金

受 融 寄 附 金 ６０ ０００ ６０
，
０００

３． 事 業 収 螢

行畢参加費収入 ５１，６５０

委 託 籍 業 収 入 １９ ６４３ ５７４ １９，６９５，２２４

４． そ の 他 収 益

受 取 荊 息 １８１ １８１

経 常 収 益 計 １９β８７，
４⑪５

匹 経常費用

１． 事 業 費

（１） 人件嚢
給 料 孚 当 １１

，
８３４
，
４５０

通 勤 費 ５４０π０１０

福利厚生翼 １３００７

人件費計 １２３８フ４６７

（２） その他経費
諸 謝 金 ２３９，５００

印綱製本費 ３，
５３０

旅 費 交 通 費 ２３８
，
２００

弁 当 代 ６６，７８３

通 信 選 搬 費 ４２９，５００

消 粍 品 饗 ２６４，００６

地 代 家 賃 、 ４２０，０００

根税公課 ７２９，３⑪０

支払手数料 ５２２１８

雑費 ６８５３３

そ の 他 経 躍 詩 ２ ５１１ ５７０

事 業 費 計 １４
，８９９，
０３７

２． 筥 理 費

（１） 人件翼

絵 料 手 当 １．７７２β００

通 勤 費 ２５５，１４０

福利厚生費 １３６２４

人件費計 ２０４１Ｄ６４

（２）その他経費
印欄製本費 ２，４９０

会 議 費 ３７４６６

旅 費 交 通 費 １３１，８００

教 奮 研 修 繭 ５５，４６６

通信運搬黄 ２１５，
５１６

消耗品費 ２５３β５８

地代家賃 ６ＱρＯＯ

減価償却費 １３β３３

保 険 料 ３８
，
１３８

諸 会 費 １０，０００

租 税 公 課 ３３，６０フ

支 払 手 数 料 ３２，１３０
、

諸謝金 ３４４β２０

雑 費 ２２ ８１６

そ の 他 経 費 計 １ ２１７ １４０

蟹 理 費 計 ３ ２５８ ２０４

経 常 費 用 計 １８１５ア２４１

当 期 経 常 増 減 額 １，
７３０，１６４

班 経常外収益

経常外収益計 ０

ｗ 経常外費用

経常外費用計 ０

税引魏当期正味財産増減額 １
，
７３０
，
１６４

当期正 味財産増減額 １７３０，１６４

薗期繰越正味財産額 ９１４６５９６

次期 繰越正味財産額 ０８フ ０

ｉＯ



籔
平成 ２９年 ４月 ３０田 現在

特定非営利活動法人 あいちＮＰＯ市民ネッ トワークセンター

（ 位；円）

科 目 金 額

１
『

の 部

１． 流 動 資 産

現 金 預 金 １１，４５７β５３

未収金 １０１６８７４

流 動 資 産 合 計 １２
，
４フ４
，
７２７

２． 闘 定 資 産

（１） 有形固定資崖
什 器 備 品 １４６ ６６７

有形固定資産計 １４６６６７

（２） 無形固定資産

無形固定資産計 ０

（３）投資その他の資産
投資その他の資産計 ０

固定資産禽計 １４６６６７

資 産 禽 計 １ ６２１ ３９４

豆 負債の部

ユ． 流 動 負 債

朱 払 金 １β０１，
８００

未 払 消 費 税 等 ３５６ＦＩＧＯ

仮受金 ５ρ８５

預 り金 ８０フ４９

流 動 負 債 合 計 １
，
フ４４
，
６３４

２． 固 定 負 債

固定負債合計 ０

負 債 合 計 １，７４４，６３４

狐 正味財産の部 ’

前 期 繰 越 正 味 財 産 ９，１４６，５９６

当期 正味財産増減額 １フ３０１６４

正味財産合計 １０８７６フ６０

負債及び正味財産合計 １２６２１ ４

、

目



≧
蓉

１． 重要 な 会 計方 針

針 算 醤 類 の 作 成 は、 酋ＰＯ法 入 会 計 基 準 （２０三〇奪７月２０日 ２０ｎ 鐸１１月２０日 一 部 改 正 廻ＰＯ法 人 会 計 墨 準 協 議 会） に よ っ て い
ま す。

山 消蟹税等の会計処理

消 費 税等 の 会 計処 理 は、 税 込 経 理方 式 に よっ て い ま ず。

２， 蕩業 髄 及 び管 理 費 の内 訳

（単 位 ； 円）

菓業費

髄 ＰＯ ． ネ ッ ト ら し の 知 患 と工 を 食 文 化 提 承 齢 蓄 ・

科 饅 ワーク づくり撰藁 磨く耀報の髭俗 溺業 市民自 立支援 署業 障 舗 応援肇業 箏業費計 麿 理鍵 含露†

１ 経 常 収 益

１．
受 取 会 翼

正 会 員 受 取 会 欝 ｏ Ｇ ｏ ｏ ９ ９０Ｆｏｏｏ

翼 助 会 興 受 取 会 黄 ｏ ０ ｏ ０ ｏ ４２７０００

２、 受 取 寄 附 金

受 取 寄 附 金 ｏ ｏ ｏ ｏ ｏ ６０
７
００σ

３． 事 業 収
溢

行 購 参 加 鍵 収 入 ｏ ｏ ９，旨ｏｏ ４１Ｆ８５０ ５１，６５０ ｏ

委 託 畢 業 収 入 ３，６６６，４０８ １２２ｒ９５８ Ｕｒ５２９，０００ ４，３０５，２０８ １恥 ５４３，５
７４ ｏ

弓． そ の 他 収 益

受 取 利 息 ｏ ０ Ｇ ｏ ㊤ １８１

経 禦 収 益 計 ３ ， ６８ ６「 “０
９ １２ ２

Ｆ
９ ５８ １ １

，
５ ３ ８
，
ＢＯ Ｏ 引 ３４ フ，

０５ Ｂ 工 ９
，
６９ ５
７
２２ 噌 工９２

，
１ε 工 １ ９， ８ ８フ ，弓 ０ ５

皿 経 窮 翼 用

１． 人
件 費

給 料 手 当 ２ β ７２
，
４警 Ｏ １０ ８

ｒ
Ｏ ＯＯ ５

，
蛮 ∋ ３
ｒ
４０ ０ ２

．
３ ５０
ｒ
６５ ０ １ １

，
８３ 唾
ｒ
４５ Ｇ １

，
７７２
，
３Ｃ Ｏ １３

，
６ Ｃ ５
，
７ ５ ０

通 勤 澱 １３軋１２０ ４Ｆ唾２０ ２３６逮６０ １６０ｒ３１０ ５４０，０１０ ２５５ｒｌ４０ フ９５，１５０

福 利 摩 生 費 ０ ｏ １３ ００７ ｏ １３ ０Ｇワ １３ ∈２４ ２６ ６３１

人 件 腿 計 ３ ０１１ ５２０ １１２ 窪２０ ６ ７４２ ５６７ ２ ５２０ ％Ｄ １２ ３Ｂ７ ４６り ２ ０４１ ０６哩 工４ ４２８ ５５１

２、 そ の 他 経 燵 ｏ ｏ

諸 謝 金 Ｇ ｏ 工 ９ ９
，
５０ ０ ４ ６ｒ ｏｏ ｏ

２ ３ ９ｒ
５０ ０ ３ 躯

，
５２ ０ ５ Ｂ４

ｒ
Ｏ ２Ｑ

印 嗣 製 本 濁 ∈ｏ ２ＦＯ２０ １８０ １ｒ２冊 ３Ｐ５３０ ２Ｐ４．０ εＦＯ２０

会 議 蟄 ｏ ｏ ６ ｏ ３ ３，４６６ ヨ「４６６

旅 璽 交 通 圃 り！
ｒ
ｏｅ ｏ ｏ ３４

貢
Ｂｏ ｏ １３ ２

ｒ
４Ｇ Ｏ ２３ ８７ ２０ ０

工３１ 炉 ８
ｅ ｏ ３ ７０

７
０ ００

弁 当 代 σ ｏ ｏ ６６７７８３ 百６β８３ ｏ ６６「７８３

通 信 運 搬 腿 １１０
ｒ
５０ ０ 竃 ２

７
０ ００ 窪 ７

，
６００ ２５ ９

ρ
４０ ０ 偲 ９

７
５０ ０ ２１５

Ｆ
５１ ６ ５ ４５

ｒ
Ｏ １６

消 耗 品 費 ５５ βＯＯ １２ｒｏｏｏ ｕ２ｒｏ３６ ８‘βフ０ ２６窪ＦＯＯ６ ２５３炉８５８ ５１フＦ８６４

地 代 家 賃 １５ ６
ρ
ｏｏ σ ０ １ ２ Ｄ， ００ ０ １ 崩 ｒ ｏｏ ｏ ４ ２ ａＦ

ＯＯ Ｇ ６０
ｒ
ＯＣ Ｏ ４ ８０

ｒ
Ｏ ＯＯ

減 価 償 却 誕
、 ｏ ｏ ｏ σ Ｇ １３７３３３ ユ３ β３３

保 険 料 ｏ ０ ｏ ａ ｏ ３８ｒ
１３６ ３８Ｆｌ３８

諸 会 費 Ｇ ｏ ｏ ｏ ｃ １０ＰＯＧＯ １０ｒｏｏｏ

租 税 公 課 ！３ ６
ρ
５０ ５ 壌

ｒ
５ ５３ 蔓 ２？

伊
２７《 １ ６０

ｒ
蛎 ８ ７２ ９７ ３０

０ ３ ３
７
石０ ７ ７ ６２

「
９ σ７

教 育 研 修 費 ０ ｏ Ｇ ｏ ｏ ５５，４５６ ５５ｒ４６６

支 払 手 数 料 α ｏ ５２，２工９ Ｇ ５２，２１８ ３２「工３０ ８４ β４８

雑 蜀 ａ ｏ ３３ ５２０ ３５ ０１３ 石ｅ ５３３ ２２ Ｂ窄６ ９１ ３ 妙

そ の 勉 経 麗 計 ５２９ ユ５５ ３０ ５７３ １ ０２７ １２８ 旦２窪 フＧ桑 ２ ５１１ ５７Ｇ 工 ２１７ １窪０ ３ ７２５ ７上０

経 欝 費 用 計 ３ ５４９ ６日５ １塁２ ９多３ ７ ７６９ ６９５ ３ ４喧５ ∈６畦 １窪 ８９９ ０３り ３ ２５８ ２Ｃ４ 工８ １５７ ２４工

当 期 経 常 増 減 額 瑚５ ７２３ △ ２０ ０３５ 臣 ７６９ 上０５ ９０１ ３９４ 昼 ７９ ９７ △ ３ ０６６ ０２３ １ ７３０ １６

３， 財 薩 閉 録

（単 航 ： 円｝

科 鼠 金 額

１ ‘ 産 の ｑ

１，
流 動 薩 膿

現 金 預 金 手 許 現 金 ２４４ρ７１０

三 菱 東 京Ｕ 恥 銀 行 ２
ド
９５４，Ｌ５３

ゆ う ち よ 銀 行 １９Ｆ２１９

狙 三 好
「．

７
，
０８ 勢
．

，
η １

定 期 積 金 」互三 好 １μ５０ＦＯＯＯ

未 収 金 み よ し 市 １．Ｏｌ６β７睦

流 動 資 産 禽 計 １２Ｐ４７４β ２７

２． 囹
定 糞 産

ω 有形固定資産

パ ソ コ ン １４６，う６７

膏 形 圖 定 資 産 計 １４６ｆ６６７ 、

〔２｝ 無 形 固 定 億 産

無 形 固 定 資 産 計 ０

㈲ 投資その他の資薩

没 資 そ の 他 の 資 産 計 Ｇ

固 定 資 産 舎 計 ｏ

翼 産 合 齢 １２，５２１，３９４

Ｅ 負 撞 の 部

１．
流 動 負 慢

未 払 金 從 業 異給 与 他 １，３肌，８ＧＯ

未 払 消 費 税 等 ３５６，１００

仮 受 金 ５β８５

預 り 金 源 泉 飯得 税、 住民 税 ８０
７
７㊨

流 動 負 璽 含 計 １，７４４，５３４

２．
固 定 負 債

固 定 負 債 含 計 Ｇ

負 債 含 計 １，７弓４，６３唾

正 味 財 産 １０．呂フ５Ｐ７６０

１ａ



第３号議案 ２０１７年度事業活動計画に関する件

１ 活動方針

５年後の 「市 民参 画のま ちづく り」 ビジョ ンを検討 し、 活動 します。

ビジョンと中期 活動計画を ２Ｑ１７ 年、 ２０１８ 年で作成 してい きま す。

１。 活 動の充 実と安 定 した 活動 に 向けた、 性組 み と体 制を つく る為 に ３無 間の 研修・ 事業 評
価 を 行

な い ます。

研 修 を３ 年継 続さ せる こ とで、 団体 の活 動 力を充 実 さぜ ると 共 に、 周 辺 地域 のまち
づくり を 担

う 人 の環 境 づく りや スキ ル確 保・ 養 成を 進め ま す。

有 効 な人 材養 成 の要素 と 活動 の低 組 みを 検討 し ます。

２． 瓢 たな紅 会変化 蒼 とら え、 そ の中 で も一 人一 人が そ の人 ら しく 暮 ら してい ける、 社 会の仕 組 み

づく りを 検討 し、 提案 ・ 必 要性 と力 墾を は かり、 取 り組 みま す。

３． 組 織運 営 の基盤 を 見直 し、 整 薦 します。

事 業運 営 ：事業 内 審を 整理 し、 事 業ス タ ッフと 事 務局 スタ ッフ の連 携 充奨 を図り ま す。

会 議運 営 ：各会 議 の役 割蓋 整 理 し、 相 互 の連携 と 機能 を高 めて いき ま す。

組 織管 理 ：事業 の 案施 状況 を 把握・ 検 討 するた め の管 理方 法を 検討 し、 充 実を図 り ます。

ｌｌ 事業計画

１ 圃体支 援とネッ トワークづくり 事業

゜
薦 憲 欝

的を瓢 団 鵬 が公益性や 騰 を 謙 働きかけを検ｉ

・ 相 談 に つ い て も、１固人 が
「した い」 と思 い、 相 談、 と い う

パ タ ー ン が増 え て いま す。 個 人
ｉ

・想・を 鳳 し 購 ・ 鞭 の想・硫 ・・る 繍 麟 のあるものか・断・ｉ

．
℃ 塑 鑑 璽 馳てい畿 ，

」

麺
（１） ＮＰＯ活動・協働 のま ちづくり相談及 び市民 活動活性化事業

①市民 ・ＮＰＯ・地域活動団体 が公益 活動を進める支援や協働によるまちづくりに向けた活動の相談 支

援の巽範を行政の委託と自主 事業で案 施します。

②南民活動団体設立・活動支援のサ ポート

（２） みよ し市市民活勤 サポー トセ ンター運営

①受付サポート

②市民・ＮＰＯ・地域 活動団体 の活動周知を図り、 活動活性化の支援と しての情報交流、 及び提供を行

な い ま す。

③サポー トセ ンターニュースの発行

（３） 研 修 ・ 交 流 会
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２ 暮ら しの知 恵と工夫を磨く手助 けとなる情報の発信事業

る・ご ・わかること・が 糊 ・なり 瓢 しか賦 それら 備 緻 矧こ弱 賄 も多・、・と 拡 ｉ

．
聴な・薦 響鰹鰍１璽 一＿＿＿＿＿＿ ＿＿、

」

魎
（１） 情報発 信事業

①プログ発儒・あいネッ トニュース

・団体のテーマに沿 った籍報 発僑・市民のまちづくりへのきっかけ づくり

②さ うんにゅ一す

。 市民・高齢者の地域生活を 支える情報 の発悟

③ こどもニュース

・ 子ども基地の活動蓬小学生に二伝 え、 地 域で行う見守り支援の共有のための構報発信

３ 蒲属 自立 を支援 し、 そ の自 発醜な協働活動によ る地 域づく り事業

今後更に様厘な社会変化 が箏測 されます。 そ の都度、 私たちは、 自己責任を持って判断する しか

ありません。 南
蔑意識を持ち、 判断 して生きていく力をつけると共に、 それらの市民の協働活動

を地域に広 げていくこ とを賢標 に、 今年度 は子ども達と防災に関わる佐罠を対等 に活動 します。

魎
（１） 逢婁 子 どもの居場所 づくり （スタ ッフ書８人）

・居場所づくりを通 して、 子ど もの自 立支援や社会性を蘂｝につける支援を目捲 します。

・安定 して実旛でき る体制 の確立と共に、 来館する子ども の現状把握。地域と の連携の調 査など蒼行

い談す

・子ど も達が生活、 社会を 身近 に畢え、 興味を もち考える きっかけ をつく る、 体験や学びの機会を 設

定 していきます。

・昨年の子どもア ンケ ー トをもとに、 居場所の 役割・機能を充実 していく為に保護者にアンケー トを

行 な い ま す。

（２） 地域の防災渚勤支 援 （ス タッフ７人）

① 地域防災の捏い忘、 問題から課題意識 を絞り行 動計画 の検討

② 地域 防災支援活動：自助をｉ葱識する住民ワーク ショッ プの異施

③ 地域防災支援活動： 地域力の膏成ワーク ショッ プ

（３） やっ ぱり公民館

・研修 の 実施
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４ 食文化 の握示及び高齢煮、 曄がい蓄等の健康 と生活 を応 援するための事業

誰でも健康で安 定した生活を望みます。 その為には、 食 は璽要な テーマ の一つです。 高齢者・子

ども・産後の母 子への健 康。生活をｉ応援 していく活動 を食の提 案・粟践活動と共に行ないます。

魎
（１） 高齢者 の地 域福祉事業 （スタッ フ７人）

・介護が 必要 になっ た高齢者の在宅生活を支援 する活動に 取り親みます

・高齢者にな っても、 地域で安心 して暮らせる挫組み につい て検討を行ないます。

⑦ 介護用品配布及び在宅介護の状 況把 握調査 アンケー トの実施

② 家族介護者交流

③ 介護相談員派遷

（２） 子 ど も ・ 母 親 の 生 活 福 祉 （ス タ ッ フ ７ 人）

① 産後母子支援

② 子 ども、 地 域への多様な食育活動 一 やっ ぱり 公罠館の事業と して

・子ども・地域の 多様 な食 の課題に提案と活動を行ないます。

・ｒパ ッ ク ク ヅ キ ン グ」 を 活 顯 し、 食 へ の 関 心 を 高 め、 食 の
自 立 を支 援 しま す。

。食 は、 健康に不可欠な要素であるこ とか ら、 テーマ・対象を超えて展開 していきます。

１圃 組織還営

。理事会 の役劉を整理 して検討を充実 しま す。

・ 会員と運 営メンバーの活動目的の共有 のため、 研 修を案施 します。

・各事業 の活動情報 を整理 して、 麗的 の達成度 を評価しま す。

・ 活動状況 医わかりやすく整備 し、 会員・帝 民と共 奮できるよう工夫 します。

Ｇ）理事会の開催

（２）団 体 の 会 員

（３）各 事 業 運 営

（４）事 務 局 運 営

（５）組 織 運 営

（６）他団体との連携活動

年４圃の開催蒼予定 します

正会員 個人 ２０ 人・団体 ２団体

賛助 会員 個人２０人 を目標に活動 しま す

事業担当 スタッフと組織スタッフの役割 を再度 整理 して 円滑な事業 実施を目指 します

新たなスタッフも含め、 組 織スタッ フによる事 業の安定化を図ります

事業状況の年度を超えて検討 し、 課題 の設置と対応 の検 討を行いま す

課題に対 する翁析・強討を多角的に行い、 対策の広 がり がも てるよ う、 他騨 体やア ド

バイザ ーとの連 携・協力 を進めます

スタッフ の事業 理解と活動 スキルを向上でき るよ う、 研修を他 向体と連 携 して実 施し

ま す。

１５



第４場議案 ２田７年度予算に関する件’
平 成 ２９年 ５月 １日 か ら 平 成 ３０年 ４月 ３０目 ま で

（単 立 ： 円’
目

１ 経常収益

１、 受 取 会 費

正 会 員 受 取 会 費 １２０，０００

賛 助 会 員 受 取 会 費 ６０，０００ 主８０，０⑪０

２． 受 取 寄 附 金

受 取 寄 附 金 ７０，０００ ７０，０００

３， 受 取 助 成 金 等

受取助成金 ０ ｏ

４， 事 業 収 益

行 事 参 加 費 収 入 ６０，０００

委 託 事 業 収 入 ２５
，
０００
，
０００ ２５

，
０６０
，
０００

５． そ の 他 収 益

受取利息 ０

雑収益 ｏ ｏ

経 常 収 益 計 ２５，３１０，０００

璽 経常費用

１， 事 業 費

（１） 人件費

給 料 手 当 １６
，
３４２
，
０００

通 勤 費 ６８６，０Ｇ⑪

福 利 厚 生 費 ２０，０００

人 件 費 計 １７，０４８，０００

② その他経費

諸 謝 金 ６ＱＯ，０００

印 鰯 製 本 費 １５，０００

旅 費 交 通 費 ３０２，０００

弁 当 代 １００，０００

通 信 運 搬 費 ５４５，００⑪

消 耗 品 費 ３３５，００
０

地 代 家 賃 ４２Ｇ，００⑪

租 税 公 課 ９５４，０００

支 払 手 数 料 ６６，０００

雑 費 １ＧＧ，０００

そ の 他 経 費 計 ３，４３７，０００

事 業 費 計 ２Ｑ，４８５，ＧＯＯ

２． 管 理 費

（Ｄ 人件費

給 料 手 当 ２
，
４００
，
０００

法 定 福 利 費 ２０⑪，０００

通 勤 費 ３００，００
０

福 利 厚 生 費 ２５，０００

入 件 費 計 ２，９２５，０００

（２） その他経費

印 麟 製 本 費 ２０，０００

会 議 費 正０，
０００

旅 費 交 通 費 ２００，０００「
教 育 研 修 費 ４００，０００

通 信 運 搬 費 ２５Ｇ，０００

消 耗 品 費 ２５０，０ＧＯ ℃
地 代 家 賃 ６０，０００

減 価 償 却 費 ３Ｇ，０００

保 険 料 ４０，０００

諸 会 費 ５５，０００

租 税 公 課 ５０，０００

支 払 手 数 料 ４５，０００

諸 謝 金 ４５０，０００

雑 費 ４０，０００

そ の 他 経 費 計 五，９００，０００

管 理 費 欝 ４，８２５，０００

経 常 費 用 計 ２５，３１０，０００

当期経常増減額 ｏ
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第５号議案 理事の遣出について

理事 新谷 千罷

江口 このみ

伊菓 浄江

釘宮 順子

長山 恭子

監事 河井 明美

岩田 一幸

第６号議案 定款の変 鄭二ついて
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